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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 6 月 2 7 日 ( 2 0 2 3 . 6 . 2 7 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 2 - 1 0 3 8 3 4 ( P 2 0 2 2 - 1 0 3 8 3 4 A )
【 公 開 日 】 令 和 4 年 7 月 8 日 ( 2 0 2 2 . 7 . 8 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 2 - 1 2 4
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 0 - 2 1 8 7 1 9 ( P 2 0 2 0 - 2 1 8 7 1 9 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ １ Ｌ 2 1 / 6 8 3 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｂ ６ ５ Ｈ 4 1 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ １ Ｌ 2 1 / 6 8 　 　 　 Ｎ 　 　 　
　 Ｂ ６ ５ Ｈ 4 1 / 0 0 　 　 　 Ｂ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 6 月 1 9 日 ( 2 0 2 3 . 6 . 1 9 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
＜ 粘 着 ロ ー ラ 及 び 付 勢 部 材 ＞
　 粘 着 ロ ー ラ １ ２ は 、 円 筒 形 状 を 有 し 、 外 周 面 １ ２ ｂ に 粘 着 性 を 有 す る 粘 着 面 を 備 え る 。  
詳 細 は 後 述 す る が 、 こ の 粘 着 ロ ー ラ １ ２ の 粘 着 面 が 、 フ ィ ル ム ｆ を 粘 着 す る こ と に よ り 、  
フ ィ ル ム ｆ を シ ー ト Ｓ か ら 剥 離 さ せ る と と も に 、 こ の 剥 離 さ せ た フ ィ ル ム ｆ を 保 持 す る こ  
と が で き る 。 本 実 施 形 態 に お け る 粘 着 ロ ー ラ １ ２ の 外 周 面 １ ２ ｂ は 、 全 体 を 粘 着 面 と す る  
も の で あ る が 、 こ れ に 限 ら ず 、 少 な く と も 一 部 （ 例 え ば 、 フ ィ ル ム ｆ が 粘 着 す る 領 域 ） の  
み を 粘 着 面 と し て も よ い 。 ま た 、 本 実 施 形 態 に お け る 粘 着 ロ ー ラ １ ２ の 粘 着 面 の 材 質 は 、  
例 え ば 、 ア ク リ ル 系 、 又 は 、 シ リ コ ン 系 な ど の 粘 着 剤 か ら 構 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
＜ 巻 付 け 動 作 に つ い て ＞
　 図 ４ （ ｃ ） 及 び 図 ４ （ ｄ ） を 用 い て 、 巻 付 け 動 作 を 説 明 す る 。 ま ず 、 剥 離 ヘ ッ ド １ ０ が  
、 剥 離 ヘ ッ ド 駆 動 手 段 に よ り 、 開 始 位 置 Ｅ か ら 中 心 位 置 Ａ へ 向 け て 、 対 角 線 方 向 Ｌ （ 矢 印  
Ｉ Ｉ Ｉ （ ７ ） 方 向 ） に 移 動 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
＜ 剥 離 動 作 （ 斜 め 上 方 向 ） に つ い て ＞
　 図 ６ （ ｃ ） 及 び 図 ６ （ ｄ ） を 用 い て 、 剥 離 動 作 （ 斜 め 上 方 向 ） を 説 明 す る 。 剥 離 ヘ ッ ド  
１ ０ が 、 剥 離 ヘ ッ ド 駆 動 手 段 に よ り 、 対 角 線 方 向 Ｌ 、 か つ 、 Ｚ 軸 方 向 の 上 方 で あ る 斜 め 上  
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方 向 （ 矢 印 Ｉ Ｘ （ １ ３ ） 方 向 ） に 移 動 す る 。 こ こ で 、 剥 離 ヘ ッ ド １ ０ が 中 心 位 置 Ａ か ら 終  
了 位 置 Ｆ に 向 か う に 伴 い 、 剥 離 線 （ Ｐ ｌ ３ ， Ｐ ｌ ４ ） ） の 長 さ 、 つ ま り 、 剥 離 さ せ る 領 域  
が 減 少 し 、 剥 離 力 が 比 較 的 小 さ く な る 。 し た が っ て 、 剥 離 線 Ｐ ｌ ４ を 介 し て 、 フ ィ ル ム ｆ  
が シ ー ト Ｓ に 接 着 さ れ て い る 領 域 と 、 剥 離 さ れ た 領 域 と が 成 す 角 度 β ２ を 、 比 較 的 大 き な
角 度 に 設 定 す る と と も に 、 斜 め 上 方 向 （ 矢 印 Ｉ Ｘ （ １ ３ ） 方 向 ） へ の 移 動 速 度 を 、 比 較 的  
高 速 （ 例 え ば 、 １ ０ （ ｍ ｍ ／ ｓ ｅ ｃ ） ～ １ ０ ０ （ ｍ ｍ ／ ｓ ｅ ｃ ） ） に 設 定 す る 。 こ れ に よ  
り 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 粘 着 ロ ー ラ １ ２ の 粘 着 力 及 び ク ラ ン プ 爪 １ ４ と 粘 着 ロ ー ラ  
１ ２ と の 挟 持 力 が 生 じ る 方 向 （ 略 水 平 方 向 ） と 、 剥 離 ヘ ッ ド 駆 動 手 段 に よ り フ ィ ル ム ｆ に  
生 じ る 引 張 力 の 方 向 と が 若 干 異 な っ て い て も 、 フ ィ ル ム ｆ が 、 粘 着 ロ ー ラ １ ２ か ら 脱 落 す  
る こ と な く 、 シ ー ト Ｓ か ら フ ィ ル ム ｆ を 、 迅 速 に 剥 離 さ せ る こ と が で き る 。
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